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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

い
か
に
適
切
に
使
い
こ
な
せ
る
か

１
₉
₉
２
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

で
開
催
さ
れ
た
「
国
連
環
境
開
発
会
議（
地
球
サ
ミ

ッ
ト
）」
で
、
12
歳
の
少
女
が
「
ど
う
や
っ
て
直
し

た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
も
の
を
壊
し
続
け
る
の
は

や
め
て
く
だ
さ
い
」
と
訴
え
て
か
ら
30
年
が
経
過
し

た
。
そ
の
後
、
世
界
は
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
進
路

を
模
索
し
始
め
、
21
世
紀
の
今
日
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
持
続
可
能
な
未
来
へ
の
挑
戦
が
続
い
て
い
る
。
従

来
の
大
量
生
産
・
大
量
廃
棄
と
い
う
生
産
・
消
費
の

ス
タ
イ
ル
の
転
換
、
す
な
わ
ち
、
限
ら
れ
た
資
源
を

徹
底
的
に
有
効
活
用
す
る
と
と
も
に
、
温
室
効
果
ガ

ス（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）排
出
ゼ
ロ
を
目
指
す
ス
タ
イ
ル
へ
の
模

索
は
、
産
業
界
共
通
の
課
題
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
流
れ
の
中
、
主
に
化
石
資
源
由
来
の
素

材
か
ら
つ
く
ら
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
対
し
て
、
世

界
中
で
厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
い
う
素
材
は
、
加
工
し
や
す
く
、

軽
く
、
強
靭
で
あ
る
と
い
う
特
性
を
有
し
て
お
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
人
類
社
会
の
福
祉
向
上
に
不
可
欠

な
素
材
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟ま

た
な
い
。
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
を
い
か
に
適
切
に
使
い
こ
な
せ
る
か
。
こ
れ
が

21
世
紀
に
お
け
る
産
業
の
最
大
の
課
題
の
１
つ
で
あ

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
酒
類
・
飲
料
事
業
を
展
開
す
る

サ
ン
ト
リ
ー
は
、
多
く
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を
使
用
し

て
お
り
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
と
い
う
資
源
を
い
か
に
有

効
活
用
し
、
か
つ
、
そ
の
過
程
で
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
を

極
限
ま
で
削
減
で
き
る
か
、
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
に
お
け
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取
り
組
み
を
説
明
し
た
い
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
化
へ
の
挑
戦

　

ま
ず
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
の
出

発
点
で
あ
る
、
弊
社
の
企
業
理
念
か
ら
紹
介
し
た
い
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
は
１
₈
₉
₉
年
、
大
阪
で
創
業
し
た
。

創
業
者
・
鳥
井
信
治
郎
が
大
切
に
し
た
の
は
、「
や

ボ
ト
ル
は
資
源
！

サ
ン
ト
リ
ー
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

水
平
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

常
務
執
行
役
員
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
推
進
本
部
長

藤ふじわ
ら原
正まさあ

き明
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っ
て
み
な
は
れ
」
と
「
利
益
三
分
主
義
」
と
い
う
２

つ
の
価
値
観
で
あ
っ
た
。
新
し
い
価
値
へ
の
挑
戦
と

社
会
と
の
共
生
と
い
う
創
業
精
神
は
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
、
時
代
の
変
化
の
中
で
、

地
球
環
境
と
の
共
生
の
重
要
性
へ
の
気
付
き
か
ら
、

１
₉
₈
₉
年
に
「
人
と
自
然
と
響
き
あ
う
」
と
い
う

企
業
理
念
を
掲
げ
た
。
そ
れ
以
来
、
環
境
課
題
へ
の

取
り
組
み
を
強
化
し
て
き
た
。
酒
類
・
飲
料
製
品
の

容
器
包
装
に
つ
い
て
は
、
軽
量
化
に
加
え
、
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
日
、
そ
の
取
り

組
み
の
最
大
の
柱
と
位
置
付
け
て
い
る
の
が
Ｐ
Ｅ
Ｔ

ボ
ト
ル
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
化
へ
の
挑
戦
で
あ
る
。
現

在
、
２
０
３
０
年
に
グ
ロ
ー
バ
ル
で
使
用
す
る
全
て

の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
ま
た
は
植
物

由
来
素
材
１
０
０
％
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
る
。

水
平
リ
サ
イ
ク
ル
は

真
の
意
味
で
の
﹁
資
源
の
有
効
活
用
﹂

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会
に
よ
れ

ば
、
２
０
２
１
年
に
お
け
る
我
が
国
の
指
定
Ｐ
Ｅ
Ｔ

ボ
ト
ル（
飲
料
用
を
は
じ
め
、
資
源
有
効
利
用
促
進

法
に
よ
る
政
令
で
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
）の
販
売

量
は
年
間
に
58
万
１
０
０
０
ｔ
、
そ
の
回
収
率
は

94
・
０
％
、
リ
サ
イ
ク
ル
率（
熱
回
収
を
含
ま
な
い
）

は
86
・
０
％
に
上
り
、
国
際
的
に
見
て
も
最
高
水
準

の
回
収
、リ
サ
イ
ク
ル
が
行
わ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、

１
₉
₉
₅
年
に
制
定
さ
れ
た「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
」に
よ
っ
て
、
消
費
者
・
行
政
・
事
業
者
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
が
規
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
的
確
に
機
能
し

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
関
係
す
る
業
界
が
結
集
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
適
性
を
考
慮
し
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の「
自

主
設
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
し
、そ
の
遵
守
に
努

め
て
き
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は「
ボ
ト
ル
は
無
色
透
明
」「
ボ
ト
ル
に
印
刷
し
な

い
」「
ア
ル
ミ
キ
ャ
ッ
プ
を
使
わ
な
い
」な
ど
、
リ
サ

イ
ク
ル
を
阻
害
し
な
い
条
件
を
定
め
て
お
り
、
飲
料

業
界
が
着
実
に
遵
守
し
て
き
た
結
果
、
高
水
準
の
リ

サ
イ
ク
ル
が
行
わ
れ
て
い
る
現
状
に
繋
が
っ
て
い
る
。

た
だ
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
高
い
と
は
い
え
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ

ボ
ト
ル
に
再
生
さ
れ
て
い
る
比
率
＝
水
平
リ
サ
イ
ク

ル
率
は
20
・
３
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。
現
状
で
は
、

使
用
済
み
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
多
く
が
繊
維
な
ど
、
他

新たな化石由来原料を使わずに、
何度も「ペットボトル」として循環できる

リサイクル終了

焼却等

ペットボトルには
戻れない

リサイクル

飲用・消費

使用済みペットボトル 新しいペットボトル

トレー

繊維ペットボトル
以外に

リサイクルされると
…

ボトル toボトル

日本の2021年度の
ボトルtoボトル比率

20.3％

図表１　「ボトル to ボトル」水平リサイクルの意義

出所：サントリーホールディングス

2030年までに
グローバルで使用するすべてのペットボトルを

リサイクル素材あるいは植物由来素材100％
に切り替え、新たな化石由来原料の使用ゼロの実現
を目指します。

すべてのペットボトルを
100％サステナブルボトルへ

図表２　2030年、化石由来原料の新規使用ゼロの実現に向けて

出所：サントリーホールディングス
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特集

の
用
途
に
再
生
利
用
さ
れ
て
お
り
、
資
源
と
し
て
循

環
す
る
こ
と
な
く
、
最
終
的
に
サ
ー
マ
ル
リ
カ
バ
リ

ー
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
誠
に
残
念
で
あ
る
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
に
再
生
利
用
す
る

こ
と
で
、
初
め
て
循
環
の
輪
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
、

真
の
意
味
に
お
け
る
「
資
源
の
有
効
活
用
」
と
な
る
。

資
源
循
環
と
温
暖
化
対
策
の 

両
立
に
向
け
て

　

サ
ン
ト
リ
ー
は
、〝
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
水
平
循
環

の
実
現
〟と
い
う
志
を
立
て
、
同
じ
く
志
の
あ
る
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
者
の
協
力
の
も
と
、
異
物
混
入
が
限

り
な
く
少
な
い
使
用
済
み
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を
集
め
る

こ
と
、
再
生
素
材
の
食
品
容
器
と
し
て
の
安
全
性
を

担
保
す
る
手
法
の
確
立
な
ど
に
努
力
を
重
ね
、
２
０

１
２
年
に
は
我
が
国
で
初
め
て
の
１
０
０
％
メ
カ
ニ

カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
の
飲
料
ボ
ト
ル
実
用
化
に
成

功
し
た
。
そ
の
後
、
徐
々
に
自
社
内
に
お
け
る
水
平

リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
に
努
め
、
足
元
で
は
、
１
０
０

％
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹
脂
を
使
用
し
た
ボ
ト
ル
が
サ
ン
ト

リ
ー
製
品
の
お
よ
そ
２
本
に
１
本
と
い
う
水
準
と
な

っ
て
い
る
。
加
え
て
、
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹
脂
製
造
過
程

に
お
け
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
削
減
の
た
め
、
世
界
初
の

ダ
イ
レ
ク
ト
Ｆ
to
Ｐ（
フ
レ
ー
ク
・
ト
ゥ
ー
・
プ
リ

フ
ォ
ー
ム
）技
術
を
確
立
す
る
な
ど
、
資
源
循
環
と

温
暖
化
対
策
の
両
立
に
も
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
使
用
済
み
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
に
限
ら
ず
、
食

品
や
日
用
品
な
ど
多
様
な
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
も
大
き

な
社
会
課
題
の
１
つ
で
あ
る
。
サ
ン
ト
リ
ー
で
は
、

そ
の
課
題
解
決
の
た
め
、
複
数
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素

材
が
混
在
し
た
状
態
か
ら
で
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料

に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
技
術
を
活
用
し
、
レ
ジ
袋
や

弁
当
容
器
な
ど
多
様
な
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
か
ら
各
種
樹
脂
原
料
へ
の
再
資
源
化
技
術

の
開
発
と
商
用
化
を
担
う
会
社（
ア
ー
ル
プ
ラ
ス
ジ

ャ
パ
ン
）を
設
立
し
た
。
現
在
ま
で
に
40
以
上
の
多

様
な
企
業
か
ら
の
出
資
を
得
て
お
り
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
技
術
の
実
用
化
を
目
指
し
て
い
る
。

良
質
な
使
用
済
み
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の 

回
収
が
カ
ギ

　

サ
ン
ト
リ
ー
は
、
今
後
も
「
す
べ
て
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ

ト
ル
を
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
あ
る
い
は
植
物
由
来
素
材

１
０
０
％
に
す
る
」
と
い
う
２
０
３
０
年
目
標
に
向

け
、
こ
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い
く
。
そ
の
際

に
鍵
と
な
る
の
が
、
い
か
に
多
く
の
良
質
な
使
用
済

み
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を
回
収
で
き
る
か
、
と
い
う
点
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
、
飲
料
を
購
入
い
た
だ
く
お
客
さ

ま
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
飲
み
終
わ
っ
た
Ｐ
Ｅ

Ｔ
ボ
ト
ル
は〝
資
源
〟で
あ
る
と
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
こ
で
サ
ン
ト
リ
ー
で
は
「
ボ

ト
ル
は
資
源
！
」
と
い
う
コ
ピ
ー
を
ラ
ベ
ル
に
表
示

す
る
ほ
か
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の
啓
発
授

業
・
イ
ベ
ン
ト
や
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ（
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
）で
の
訴
求
な
ど
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。

今
後
と
も
、
広
く
社
会
の
皆
さ
ま
と
手
を
携
え
て
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
を
力
強
く
推
進

し
て
い
き
た
い
。　

サーキュラー・エコノミー

2022年の3月から順次、当社ペットボトル全商品※を対象に
新規ロゴマークをラベルに記載

※ラベルレス商品を除く

図表３　2022年 新たな取り組み

出所：サントリーホールディングス
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